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人とのかかわりの中で生きる力を育む体験活動

神奈川県立教育センター 吉 田 豊 香

児童・生徒にとって, 体験を通して学ぶことの重 要性が今日改めて

提言されており, この学びは教師(大人) にとっても大切なことである

と考える。そのことについて, 二つの体験をもとに述べることにする。

最初に, 幼稚園に勤務していた初任の頃のことである。自由保育の

時間に私は,N 男と砂場でお団子作りをしていた時, できあがったお

団子を置く場所を聞かれ, 何のためらいもなく場所を用意し指示をしたのである。放課後

園長先生は,N 男への対応について「聞かれた時「どこがいい? 」と問い返せば,N 男は

置き場所について考え工夫したであろう。そのことが“考えさせる保育" なのです。」と

言われた。問い返すという簡単なことが難しくすぐに指示をしてしまうのである。徐々に,

子どもや言葉に対して気配りをするようになり, 単なる遊び相手ではなく保育者としての

責任の重さや仕事の大変さを認識し始めたのである。

次に, 小学校第2 学年の「国語」の授業中のことである。指導計画通りに登場人物に手

紙を書く活動を指示した時「そのお手紙に返事は来るの。住所分かるの。」等, 子どもは

学習と生活を結びつけて考え次々と質問し私を困らせたのである。子どもにとって当然の

疑問が教師にとっては予想外なことであり, 迷惑なことだったのである。この時の子ども

の姿が, 授業や子どもの学びについて見直す大きなきっかけになったのである。

以上のような日常生活の中で気づかされることは多くあり, その内容が身近で具体的な

ので納得でき, そのことが私の宝( 力) となり自分を支えてくれているのである。だから

こそ体験を通すことの重要性は生きる力につながるのだと思われる。しかし, 体験を通し

てもそのことに気づかせてくれる人とのかかわりや, その指摘を誠実に受け止める心がな

いとその価値は半減するであろう。これからも新しい学びの世界への体験に挑戦し続けた

いものである。
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